
(57)【要約】

【課題】送水ポンプに接続されるポンプ接続口金がボト

ル外の端部に取り付けられた給水チューブにアダプタ等

を用いることなく注射筒を接続して、給水チューブ内を

容易かつ確実に洗浄することができる内視鏡用給水ボト

ル装置を提供すること。

【解決手段】内視鏡に供給される水を貯留するためのボ

トル１１に着脱自在に蓋体１２が設けられて、蓋体１２

を貫通して配置された給水チューブ１３のボトル１１外

の端部には送水ポンプに接続されるポンプ接続口金１４

が取り付けられ、ボトル１１内の端部はボトル１１の底

部付近に開口配置された内視鏡用給水ボトル装置におい

て、注射筒２０を接続することができる注射針用ルアー

ロック口金１５を、給水チューブ１３の内側の端部に取

り付けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 に 供 給 さ れ る 水 を 貯 留 す る た め の ボ ト ル に 着 脱 自 在 に 蓋 体 が 設 け ら れ て 、 上 記 蓋
体 を 貫 通 し て 配 置 さ れ た 給 水 チ ュ ー ブ の 上 記 ボ ト ル 外 の 端 部 に は 送 水 ポ ン プ に 接 続 さ れ る
ポ ン プ 接 続 口 金 が 取 り 付 け ら れ 、 上 記 ボ ト ル 内 の 端 部 は 上 記 ボ ト ル の 底 部 付 近 に 開 口 配 置
さ れ た 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 に お い て 、
　 注 射 筒 を 接 続 す る こ と が で き る 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 を 、 上 記 給 水 チ ュ ー ブ の 上 記
ボ ト ル 内 の 端 部 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 に 供 給 さ れ る 水 を 貯 留 す る た め の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 消 化 器 検 査 用 の 内 視 鏡 等 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 先 端 の 観 察 窓 の 表 面 に 空 気 と 水 を 選
択 的 に 噴 出 す る こ と が で き る 送 気 送 水 管 路 が 設 け ら れ て い る が 、 さ ら に 、 観 察 対 象 粘 膜 面
に 向 け て 洗 浄 水 を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 粘 膜 面 洗 浄 用 送 水 管 路 が 設 け ら れ て い る も の が
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 粘 膜 面 洗 浄 用 送 水 管 路 は 、 内 視 鏡 内 に 配 管 さ れ た 送 水 チ ュ ー ブ の 基 端 に 洗 浄
水 注 入 口 が 設 け ら れ た 単 純 な 構 成 で あ り 、 以 前 は 、 そ こ に 注 射 筒 を 接 続 し て 手 動 で 送 水 操
作 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 内 視 鏡 検 査 中 に い ち い ち 注 射 筒 を 用 い て 手 動 で 送 水 操 作 を 行 う の は 操 作 が 煩 雑
な の で 、 近 年 は 、 洗 浄 水 を 貯 留 す る ボ ト ル か ら 延 出 さ せ た 給 水 チ ュ ー ブ を 送 水 ポ ン プ を 経
て 内 視 鏡 の 洗 浄 水 注 入 口 に 接 続 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ６ ９ ６ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う な 用 途 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 は 、 ボ ト ル に 着 脱 自 在 に 蓋 体 が 設
け ら れ て 、 そ の 蓋 体 を 貫 通 し て 配 置 さ れ た 給 水 チ ュ ー ブ の ボ ト ル 外 の 端 部 に は 送 水 ポ ン プ
に 接 続 さ れ る ポ ン プ 接 続 口 金 が 取 り 付 け ら れ 、 ボ ト ル 内 の 端 部 は ボ ト ル の 底 部 付 近 に 開 口
配 置 さ れ た 構 成 で あ り 、 使 用 前 又 は 使 用 前 後 に は 給 水 チ ュ ー ブ 内 を 含 め て 全 体 を 洗 浄 消 毒
す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 給 水 チ ュ ー ブ 内 を 洗 浄 す る 場 合 に は 、 注 射 筒 等 を 接 続 す る こ と が で き れ ば 手 動
で 簡 単 に 洗 浄 水 を 送 り 込 ん で 洗 浄 す る こ と が で き る が 、 従 来 の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 で
は 給 水 チ ュ ー ブ に 注 射 筒 を 直 接 接 続 す る こ と が で き な い の で 、 別 設 し た 注 射 筒 接 続 ア ダ プ
タ を ポ ン プ 接 続 口 金 に 接 続 す る 必 要 が あ り 、 取 り 扱 い や 部 材 の 管 理 が 非 常 に 煩 雑 で 面 倒 で
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 送 水 ポ ン プ に 接 続 さ れ る ポ ン プ 接 続 口 金 が ボ ト ル 外 の 端 部 に 取 り 付 け
ら れ た 給 水 チ ュ ー ブ に ア ダ プ タ 等 を 用 い る こ と な く 注 射 筒 を 接 続 し て 、 給 水 チ ュ ー ブ 内 を
容 易 か つ 確 実 に 洗 浄 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 は 、 内 視 鏡 に 供 給 さ れ る
水 を 貯 留 す る た め の ボ ト ル に 着 脱 自 在 に 蓋 体 が 設 け ら れ て 、 蓋 体 を 貫 通 し て 配 置 さ れ た 給
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水 チ ュ ー ブ の ボ ト ル 外 の 端 部 に は 送 水 ポ ン プ に 接 続 さ れ る ポ ン プ 接 続 口 金 が 取 り 付 け ら れ
、 ボ ト ル 内 の 端 部 は ボ ト ル の 底 部 付 近 に 開 口 配 置 さ れ た 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 に お い て
、 注 射 筒 を 接 続 す る こ と が で き る 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 を 、 給 水 チ ュ ー ブ の ボ ト ル 内
の 端 部 に 取 り 付 け た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 注 射 筒 を 接 続 す る こ と が で き る 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 を 給 水 チ ュ
ー ブ の ボ ト ル 内 の 端 部 に 取 り 付 け た こ と に よ り 、 ア ダ プ タ 等 を 用 い る こ と な く 給 水 チ ュ ー
ブ に 注 射 筒 を 接 続 し て 、 給 水 チ ュ ー ブ 内 を 容 易 か つ 確 実 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 に 供 給 さ れ る 水 を 貯 留 す る た め の ボ ト ル に 着 脱 自 在 に 蓋 体 が 設 け ら れ て 、 蓋 体 を
貫 通 し て 配 置 さ れ た 給 水 チ ュ ー ブ の ボ ト ル 外 の 端 部 に は 送 水 ポ ン プ に 接 続 さ れ る ポ ン プ 接
続 口 金 が 取 り 付 け ら れ 、 ボ ト ル 内 の 端 部 は ボ ト ル の 底 部 付 近 に 開 口 配 置 さ れ た 内 視 鏡 用 給
水 ボ ト ル 装 置 に お い て 、 注 射 筒 を 接 続 す る こ と が で き る 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 を 、 給
水 チ ュ ー ブ の ボ ト ル 内 の 端 部 に 取 り 付 け る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ に お い て 、 １ は 送 水 ポ ン プ で あ り 、 そ の 吐 出 路 側 に 接 続 さ れ た 送 水 チ ュ ー ブ ２ の 先
端 は 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 粘 膜 面 洗 浄 用 送 水 チ ュ ー ブ の 基 端 に 設 け ら れ た 洗 浄 水 注
入 口 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ ０ は 、 内 視 鏡 に 供 給 さ れ る 水 を 貯 留 す る 給 水 ボ ト ル 装 置 で あ り 、 ボ ト ル １ １ に 対 し て
着 脱 自 在 に 設 け ら れ た 蓋 体 １ ２ を 貫 通 し て 配 置 さ れ た フ レ キ シ ブ ル な 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ の
外 側 の 端 部 （ 即 ち 、 ボ ト ル １ １ 外 の 端 部 ） に は 、 送 水 ポ ン プ １ に 対 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ
れ る ポ ン プ 接 続 口 金 １ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ の 内 側 の 端 部 （ 即 ち 、 ボ ト ル １ １ 内 の 端 部 ） は ボ ト ル １ １ の 底
部 付 近 に 開 口 配 置 さ れ て い て 、 図 ２ に 図 示 さ れ て い な い 注 射 筒 を 接 続 す る こ と が で き る 注
射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 １ ５ が そ こ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 給 水 ボ ト ル 装 置 １ ０ を 示 し て お り 、 蓋 体 １ ２ は 、 内 視 鏡 に 供 給 さ れ る 水 を 貯 留 す
る た め の ボ ト ル １ １ の 上 端 開 口 部 に 螺 合 に よ り 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 給 水 チ ュ
ー ブ １ ３ は 、 蓋 体 １ ２ を 貫 通 す る 部 分 で は 分 割 さ れ て 金 属 製 の 接 続 管 １ ６ を 介 し て 接 続 さ
れ て い る 。 １ ７ は 、 接 続 管 １ ６ を 蓋 体 １ ２ に 固 定 す る た め の ナ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 １ ５ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 等 の よ う な 耐 水 性 の 優 れ た 金 属
又 は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 等 に よ り 形 成 さ れ て い て 、 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ の 内 側 端 部 に 圧 入 に よ
り （ 又 は 、 圧 入 接 着 に よ り ） 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ は 、 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 １ ５ が ボ ト ル １ １ の 底 面 上 に 置 か れ た
状 態 に な る 程 度 に ボ ト ル １ １ 内 で 撓 む 状 態 に 配 置 さ れ 、 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 １ ５ が
金 属 製 の 場 合 に は 、 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ の 先 端 を ボ ト ル １ １ の 底 に 沈 め る 錘 の 機 能 も 有 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 は 、 使 用 時 に は 、 ボ ト ル １ １ 内
の 水 が 送 水 ポ ン プ １ に よ り 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 １ ５ か ら 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ 内 を 通 っ
て 内 視 鏡 に 供 給 さ れ て 、 粘 膜 面 に 向 か っ て 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 そ し て 、 内 視 鏡 の 使 用 前 又 は 使 用 後 に 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 を 洗 浄 消 毒 す る 際 に は 、
図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 蓋 体 １ ２ を ボ ト ル １ １ か ら 外 し て 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金 １ ５
を ボ ト ル １ １ の 外 部 に 引 き 出 し 、 洗 浄 液 又 は 消 毒 液 等 を 入 れ た 注 射 筒 ２ ０ を 注 射 針 用 ル ア
ー ロ ッ ク 口 金 １ ５ に 接 続 す る こ と に よ り 給 水 チ ュ ー ブ １ ３ 内 を 容 易 か つ 確 実 に 洗 浄 消 毒 す
る こ と が で き 、 注 射 筒 ２ ０ と し て は 、 出 口 部 分 が ル ア ー 口 金 タ イ プ 及 び 通 常 の テ ー パ 筒 タ
イ プ の ど ち ら の タ イ プ で も 状 況 に 応 じ て 接 続 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 が 送 水 ポ ン プ に 接 続 さ れ た 状 態 の 側 面
略 示 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 給 水 ボ ト ル 装 置 の 給 水 チ ュ ー ブ 内 を 洗 浄 す る 状 態 の 斜
視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 送 水 ポ ン プ
　 １ ０ 　 給 水 ボ ト ル 装 置
　 １ １ 　 ボ ト ル
　 １ ２ 　 蓋 体
　 １ ３ 　 給 水 チ ュ ー ブ
　 １ ４ 　 ポ ン プ 接 続 口 金
　 １ ５ 　 注 射 針 用 ル ア ー ロ ッ ク 口 金
　 ２ ０ 　 注 射 筒
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【 図 ３ 】
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且供水管13的一端穿透盖子12到瓶子11的外部。 在该部分上安装有与供
水泵连接的泵连接接口14，并且瓶11的端部与在瓶11的底部附近开口的
内窥镜供水瓶装置中的注射筒20连接。 在供水管13的内端安装有能够安
装的用于注射器针头的鲁尔锁座15。 [选型图]图1
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